
発行 古平中学校                 【学校教育目標】 

   N0.7            ・自ら考え、正しい判断をする生徒を育てる 

令和4年10月26日         ・温かな心をもち、誰をも思いやる生徒を育てる 

TEL 42-2557         ・自分に厳しく、互いに助け合う生徒を育てる 

FAX 42-2558         ・しなやかで、健康な身体を持つ生徒を育てる 

 
新たな挑戦へ 

 
校長  秋 元   大 

 
初冠雪の便りとともに、いつの間にか学校の周りの木々も色を変える季

節となりました。保護者、地域の皆様におかれましてはますますご清祥の
こととお喜び申し上げます。 
１０月１日、学校最大の行事である古中祭を行いました。昨年よりも入

場制限を若干緩和し、多くの方々に生徒の様子を見ていただく事ができま
した。生徒がそれぞれのカラーを遺憾なく発揮し、素晴らしい発表を披露
しました。楽しい時間を多くの人と共有する事ができました。 
今年度の折り返しを迎えました。振り返ると、今年度は様々な自粛や中

止を余儀なくされてきた時期から、十分に対策をした上で、元に戻したり、
新たなアイディアを加えて実施する時期となってきました。旅行的行事や
学校公開なども実施する事ができました。環境が整ってきた事もあり、授
業の配信や、古中祭の体育館での様子を玄関先へ中継するという試みも行
いました。 
学級組織や生徒会役員も後期に切り替わり、前期の反省を元に新たな気

持ちとメンバーで取り組んでいくことになります。 
また、３年生については上級学校の体験入学や進路説明会が目白押しと

なり、いよいよ進路への取り組みが本格的になってきました。 
今年度前半を振り返り、なりたい自分の姿を改めて思い描き、そこに向

かって努力を積み重ねていく時期です。一歩一歩確実に進んでいってほし
いと願っています。学校の職員も挑戦することを忘れずに取り組んで参り
ます。保護者、地域の皆様には今後とも変わらぬご支援とご協力をいただ
くようお願い申し上げます。 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～努力の成果 

 

●後志秋季中学生バドミントン研修大会       ●古平町校外生活指導連絡協議会主催 

「標語コンクール」優秀作品 

1部男子ダブルス第１位  Ｓ    さん（２年） 

             Ｈ    さん（２年）  【金賞】助け合い 互いの心を 温める 

２部男子ダブルス第２位  Ｓ    さん（１年）             Ｆ    さん（３年） 

Ｈ    さん（１年）  【銀賞】認め合おう 人はそれぞれ 違うから 

２部男子シングルス第１位 Ｔ    さん（１年）             Ｎ    さん（２年） 

                           【銅賞】情報を 信じすぎると 危険だよ！ 

●後志中文連北地区弁論大会                         Ｙ    さん（１年） 

努力賞  Ｉ      さん（２年）「想像の先」     

                            作品応募者全員に記念品が贈呈されています 

●後志中文連音楽祭 

奨励賞  古平中学校吹奏楽部 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～３年生職場体験学習 

  

８月３０日（火）、３１日（水）の２日間、３年生

１４名が古平町、余市町の１６事業所において、総合

的な学習の時間のキャリア教育の一環として「職場体

験学習」を行いました。２日間の体験を通して、仕事

内容を知ることだけでなく、「働くことの大変さ」や

「仕事へのやりがい」「人と人との関わりの大切さ」

など、それぞれ多くのことを学ぶことができたとても

貴重な２日間でした。９月１５日（木）の発表会では、

タブレットを用いて学んだことをまとめ、発表を行い

ました。職場の概要や経験したことの説明のほか、ク

イズを入れたり、ユーモアのある発表をしたりなど、

聴いている人をひきつける工夫のある発表も見られ

ました。とても温かな雰囲気での発表会でした。お忙

しい中、生徒たちを受け入れていただきありがとうご

ざいました。これからもよろしくお願いいたします。 

    ～白線を引いていただきました 

 かなり見えなくなっていた校舎横および体育館裏

の駐車場の白線引きを「日本ライナー株式会社北海道

支店」様に、地域貢献事業として無償で行っていただ

きました。作業をされた方にお話を聞いてみると、古

平の道路のほとんどの白線は御社が引いているそう

です。５名の方が来校し作業していただきました。 

その中に、古中の卒業生 

の方もいらっしゃいまし 

た。何かのご縁を感じて 

います。 

休日にもかかわらず作 

業いただきありがとうご 

ざいました。 

～創りあげるよろこび 

 

１０月１日（土）古中祭が行われました。今年もコ

ロナ禍での開催となりましたが、生徒たちは、できる

活動を一生懸命取り組んでくれました。準備期間も含

め、また一つ生徒たちの成長した姿を見ることができ

ました。この成果を、これからの生活、そして来年へ

繋げていってほしいと思います。多くの保護者のご来

場、ご観覧が、生徒たち、学校の大きな励みとなりま

した。皆様、ありがとうございました。今後ともよろ

しくお願いいたします。 

～体育用具の寄贈 

 

 （公財）みずほ教育福祉財団様より体育用具として

バスケットボール３個、バレーボール１個を寄贈いた

だきました。教育設備助成事業として昭和４７年より

全国の小中学校の児童生徒が運動に親しみ、体力向上

につながるよう支援しているとのことでした。学校を

代表して、前期保体専門委員長 Ｆさん（３年）が、

目録をいただきました。（本贈呈式については、北海

道新聞（10/15版）にも掲載されました。今年の寄贈

は１２１校。本校はその 

うちの１校となります。） 

これから、体育の時間や 

休み時間等で活用させて 

いただきます。ありがとう 

ございました。 

古平町文化祭 ～作品展示・吹奏楽部演奏 

 古中祭や吹奏楽部の定期演奏会では、多くの保護者の皆様にご観覧いただきました。今度は、地域の皆様に  

ご観覧していただきたいと思い、古平町文化祭において、各教科の作品展示や、吹奏楽部の演奏を行います。 

地域の皆様、お時間がございましたら、是非、生徒たちの発表をご覧ください。 

※会場はいずれも「かなえーる」で行います 

●「作品展示会」１０月２７日（木）～３０日（日） 教科作品展示（国語、美術、特別支援） 

●「発 表 会」１１月 ３日（木祝）       吹奏楽部演奏     


